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『
堪
忍
記
』
と
『
武
家
諫
忍
記
』
の
比
較

望
月
　
良
親

　
は
じ
め
に

　
本
稿
の
課
題
は
、
『
武
家
諫
忍
記
』
と
『
堪
忍
記
』
の
比
較
を
行
な
い
「
大
名
評
判
記
」
ω

の
起
点
と
考
え
ら
れ
る
『
武
家
諫
忍
記
』
の
位
置
付
け
を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。

　
『
堪
忍
記
』
の
諸
本
の
研
究
は
深
沢
秋
男
（
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
松
平
文
庫
本
『
堪

忍
記
』
（
福
井
県
立
図
書
館
所
蔵
）
と
内
閣
講
談
所
本
『
堪
忍
記
』
（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文

庫
所
蔵
）
・
内
閣
学
問
所
本
『
堪
忍
記
』
（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
）
の
諸
本
の
比
較

を
行
な
っ
て
い
る
。
検
討
の
結
果
以
下
の
よ
う
な
諸
本
の
関
係
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

原
資
料
△
蕪
∵
辮
鋸
鎌

A
と
B
の
二
系
統
に
分
か
れ
、
B
系
統
の
方
が
後
に
成
立
し
た
と
試
案
を
提
示
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
『
堪
忍
記
』
の
諸
本
の
関
係
を
踏
ま
え
て
、
『
武
家
諌
忍
記
』
と
の
関
係

を
考
え
る
。
具
体
的
に
は
、
「
序
」
の
比
較
・
記
載
さ
れ
て
い
る
大
名
の
数
量
的
考
察
・
本
文

の
具
体
的
内
容
の
比
較
を
行
な
う
。

一
「
序
」
の
比
較

　
1
『
武
家
諌
事
記
』
の
「
序
」

　
『
武
家
諌
忍
記
』
の
「
序
」
は
、
加
賀
市
立
図
書
館
聖
藩
文
庫
本
（
以
下
聖
慮
文
庫
本
と

す
る
）
の
記
述
よ
り
以
下
の
特
徴
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
。
①
強
烈
な
神
国
意
識
が
あ
る

こ
と
。
②
浪
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
た
こ
と
。
③
秀
頼
切
腹
よ
り
当
代
が
は
じ
ま
っ
た
と

い
う
こ
と
。
④
国
々
所
々
に
お
い
て
「
制
法
」
「
政
道
」
の
違
い
が
大
き
い
の
で
見
聞
し
た
こ

と
を
著
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

2
『
諌
暴
君
』
の
「
序
」

次
に
『
堪
忍
記
』
の
「
序
」

を
み
て
い
こ
う
。
『
堪
忍
記
』
の
「
序
」
は
松
平
文
庫
本
に

は
な
く
、
内
閣
講
談
所
本
と
内
閣
学
問
所
本
の
『
堪
忍
記
』
に
は
「
序
」
が
あ
る
。
次
の
史

料
は
、
内
閣
講
談
所
本
と
内
閣
学
問
所
本
の
『
堪
忍
記
』
の
「
序
」
で
あ
る
。
こ
の
二
書
で

相
違
が
あ
る
点
は
、
内
閣
学
問
所
本
の
『
堪
忍
記
』
の
「
序
」
が
括
弧
で
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
侍
ハ
、
高
下
に
よ
ら
ず
、
立
身
の
心
心
懸
不
宣
（
不
宜
）
ハ
め
づ
ら
し
か
ら
す
。
侍

の
出
世
た
る
故
也
。
其
外
物
を
下
夕
（
く
た
）
さ
る
》
は
か
り
を
、
よ
き
と
申
に
て
も
無

之
候
。
た
》
常
に
御
情
ふ
か
く
、
万
御
仕
置
（
仕
置
）
正
路
に
ま
し
ま
す
こ
そ
、
御
身
の

た
め
も
よ
け
れ
。
し
か
れ
と
も
、
ま
っ
た
い
て
い
は
堪
忍
也
。
よ
き
御
あ
て
か
い
を
、
よ

ろ
し
き
御
主
と
申
候
。
ケ
様
二
申
せ
は
よ
く
二
ふ
け
る
二
て
候
へ
共
、
又
さ
様
（
左
様
）

に
て
も
御
座
な
く
候
。
た
と
ヘ
ハ
、
当
た
る
上
よ
り
よ
ろ
し
き
耳
あ
て
か
い
、
何
に
て
も

不
斗
御
拝
領
候
は
ン
、
何
程
か
満
足
二
可
被
思
召
候
。
其
御
満
足
は
、
欲
に
ふ
け
た
る
御

満
そ
く
に
て
有
間
敷
候
．
　
た
墨
あ
り
が
た
く
と
う
と
く
恭
、
御
ま
ん
そ
く
需
給
（
在
）

倒
。
又
あ
し
き
事
の
御
迷
惑
も
、
心
持
同
前
に
て
候
。
上
二
に
く
む
所
、
下
に
つ
か
ふ
ま

つ
る
事
な
か
れ
。
其
上
よ
り
な
し
下
る
善
悪
を
御
身
に
思
召
あ
て
ら
れ
、
御
な
さ
け
ふ
か

》
る
へ
し
。
主
人
小
利
た
り
と
い
へ
と
も
、
大
利
の
様
甲
賀
被
成
、
御
吟
味
つ
よ
し
。
尤

小
利
に
て
候
へ
共
、
あ
ま
り
利
つ
よ
き
御
仕
置
二
て
候
。
殊
主
、
と
く
ふ
ん
な
と
思
召
し

（
お
ぼ
し
め
し
）
、
わ
た
く
し
な
る
事
二
乗
仰
付
、
誠
天
の
あ
た
へ
も
も
っ
た
い
な
き
事

二
候
。
能
奉
公
仕
御
気
二
入
候
ハ
、
、
立
身
も
被
仰
付
、
御
見
立
も
可
在
候
。
下
ろ
う
の

た
と
ヘ
ニ
、
君
を
お
も
ふ
も
身
を
お
も
ふ
と
哉
ら
ん
。
其
上
め
う
が
の
た
め
と
申
、
少
も

油
断
ハ
不
仕
候
。
然
レ
と
も
（
然
と
も
）
、
奉
公
人
ハ
皆
主
人
よ
り
さ
せ
た
る
奉
公
と
見

へ
申
候
。
子
細
ハ
、
よ
き
奉
公
人
も
主
人
の
御
気
二
入
ら
ぬ
お
＼
し
。
　
　
　
　
　
、

さ
れ
ハ
ひ
か
り
な
し
と
哉
覧
、
本
意
な
き
事
也
。

へ
つ
ら
う
事
な
く
、
て
く
ろ
う
せ
す
、
正
直
な
る
侍
ハ
、

し
、
御
気
に
入
ら
す
、
ケ
様
（
か
や
う
）
に
も
の
」
す
り
ち
か
ふ
事
を
申
ハ
、

刀
脇
指
能
き
る
㌧
を
用
の
（
用
て
）
、
鑓
ハ
よ
く
と
を
る
を
吟
味
し
て
所
持
致
し

し
）
候
。
（
中
略
）
兵
法
と
い
ふ
も
の
ハ
、
に
て
く
ふ
も
の
か
、

ま
た
た
べ
し
ら
す
と
い
ふ
も
の
、
お
ほ
く
あ
る
へ
し
。

さ
れ
さ
ほ
う
、
皆
其
家
職
を
う
し
の
ふ
（
う
し
な
ふ
）

老
出
頭
人
、
其
外
、
御
用
人
寄
合
、
領
地
仕
置
の
談
合
ま
ち
ン
㌧
也
。

徳
の
お
》
き
か
た
へ
付
へ
し
と
相
究
、
お
も
ひ
ン
ン
ン
の
入
札
、

ハ
侍
也
。
知
行
と
ら
せ
て
つ
い
ヘ
ニ
て
候
。
御
為
お
も
ひ
の
も
の
共
斗
を
残
シ
置
、

ハ
扶
持
は
な
す
入
札
。
（
中
略
）
万
事
よ
こ
し
ま
を
く
わ
へ

の
ミ
と
、
愚
者
被
存
候
き
。
ω

　
　
　
　
　
　
　
是
目
玉
み
か
カ
ン

（
中
略
）
ま
た
、
侍
の
作
法
と
し
て
、

　
　
も
き
ど
う
も
の
な
と
ン
と
り
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
か
し
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
い
た

　
　
　
　
　
や
い
て
く
ふ
物
か
、
い

　
具
足
な
と
ね
す
み
の
く
ふ
も
し
ら

　
御
代
の
風
儀
、
不
及
是
非
候
。
家

　
　
　
　
　
　
　
先
入
札
を
以
て
御

　
　
　
　
　
先
今
時
分
入
さ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
其
外

　
　
　
、
国
を
治
る
事
、
あ
や
う
き

臣2
1

一



『
堪
忍
記
』
の
「
序
」
に
は
「
侍
」
の
こ
と
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
そ
れ
侍

ハ
、
高
下
に
よ
ら
ず
、
立
身
の
心
懸
不
宜
ハ
め
づ
ら
し
か
ら
す
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
侍
」

が
如
何
に
「
上
」
に
仕
え
る
か
と
い
う
こ
と
が
中
心
で
あ
る
。
「
ま
っ
た
い
て
い
は
堪
忍
也
。

よ
き
射
あ
て
か
い
を
よ
ろ
し
き
御
主
と
申
候
。
」
と
あ
り
、
「
堪
忍
」
が
最
初
の
こ
と
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
堪
忍
」
の
意
味
は
、
「
よ
き
鞘
あ
て
か
い
を
よ
ろ
し
き
御
主
と
申

候
。
」
と
あ
る
の
で
経
済
的
な
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
「
堪
忍
」
が
よ
い
こ
と
を
求
め
る
の
は

た
だ
欲
の
た
め
で
は
な
く
、
「
た
ン
あ
り
が
た
く
と
う
と
く
恭
、
澄
ま
ん
そ
く
可
能
（
在
）
候
」

と
し
て
い
る
。
ま
た
良
い
奉
公
人
で
も
主
人
が
気
に
入
ら
な
い
こ
と
が
多
い
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
主
人
が
玉
を
磨
か
な
い
の
で
光
ら
な
い
の
と
同
様
で
、
「
本
意
な
き
事
也
」
と
し
て

い
る
。
大
名
に
仕
え
る
侍
は
主
人
次
第
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
次
に
、
「
刀

脇
指
」
・
「
鑓
」
の
例
を
取
り
上
げ
て
、
以
前
は
よ
く
切
れ
る
も
の
な
ど
を
使
っ
て
い
た
が
今

と
な
っ
て
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
者
は
多
く
な
い
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
兵
法
を
知
ら

ず
、
煮
て
食
べ
る
も
の
か
、
焼
い
て
食
べ
る
も
の
か
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
者
が
多
い
と
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
領
地
仕
置
の
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
「
御
為
お
も
ひ
の
も
の
共
斗
を
残
シ

置
」
て
、
「
百
姓
か
ら
し
ぼ
り
と
る
入
札
ハ
色
々
あ
り
」
と
し
て
、
百
姓
か
ら
多
く
を
絞
り
取

ろ
う
と
し
て
い
る
。
最
後
に
こ
の
よ
う
に
身
勝
手
に
し
て
は
、
「
万
事
よ
こ
し
ま
を
く
わ
へ
、

国
を
治
る
事
、
あ
や
う
き
の
ミ
と
、
愚
者
被
存
候
き
。
」
と
し
て
痛
烈
に
批
判
を
し
て
い
る
。

　
3
小
謡

　
以
上
、
聖
島
本
『
武
家
諌
忍
記
』
の
「
序
」
と
内
閣
講
談
所
本
・
内
閣
学
問
所
本
『
堪
忍

記
』
の
「
序
」
を
み
て
き
た
。
こ
の
二
言
を
比
較
し
て
小
数
と
し
た
い
。
ま
ず
、
『
武
家
諌
旧

記
』
に
は
あ
っ
た
強
烈
な
神
国
意
識
を
『
堪
忍
記
』
中
で
は
み
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

秀
頼
切
腹
よ
り
当
代
が
は
じ
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
『
堪
忍
記
』
の
「
序
」

で
特
徴
的
な
こ
と
は
君
臣
の
関
係
を
中
心
に
書
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
『
武
家
諌
忍
記
』
の

「
序
」
に
も
家
臣
の
仕
置
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
「
家
臣
ノ
仕
置
ノ
善
悪
是
ヲ
記
ス
ト
イ

ヘ
ト
モ
コ
ト
々
ク
ハ
不
詳
二
二
荒
方
ヲ
記
ナ
リ
」
と
い
っ
た
よ
う
に
詳
し
く
は
な
い
が
お
お

よ
そ
の
家
臣
の
仕
置
の
様
子
が
書
か
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
神
国
意
識
な
ど
の
こ
と
は
『
堪

忍
記
』
中
の
「
序
」
に
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
が
、
君
に
如
何
に
臣
が
仕
え
る
の
か
と
い
う

点
に
お
い
て
は
「
序
」
の
共
通
点
は
見
出
せ
る
。

二
記
載
大
名
の
検
討
　
表
参
照

次
に
、
記
載
さ
れ
て
い
る
大
名
の
検
討
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
。

　
松
平
文
庫
本
と
内
閣
講
談
所
文
庫
本
・
内
閣
学
問
所
本
の
『
堪
忍
記
』
の
比
較
は
深
沢
秋

男
の
研
究
よ
り
み
て
い
く
（
。
松
平
文
庫
本
『
堪
忍
記
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
大
名
数
は
＝

○
人
で
あ
り
、
内
閣
講
談
所
文
庫
本
・
内
閣
学
問
所
本
『
堪
忍
記
』
の
掲
載
大
名
は
一
〇
六

人
で
あ
る
。
松
平
文
庫
本
『
堪
忍
記
』
に
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
大
名
は
、
ミ
稲
葉
能
登

守
信
通
以
下
一
二
人
で
あ
る
〔
。
内
閣
講
談
所
本
・
内
閣
学
問
所
本
に
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な

い
大
名
は
O
G
。
相
馬
大
膳
亮
㊤
㎝
金
森
出
雲
守
重
頼
㊤
⑤
毛
利
甲
州
秀
元
宰
相
δ
一
松
平
大
膳
亮
一
〇
G
。

小
出
対
馬
守
諸
大
夫
一
〇
心
松
平
主
殿
一
〇
㎝
日
根
織
部
一
〇
①
嶋
津
但
馬
守
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
載

さ
れ
て
い
な
い
大
名
の
特
徴
は
現
時
点
で
は
判
別
し
が
た
い
。

　
次
に
、
聖
藩
文
庫
本
『
武
家
諌
忍
記
』
の
大
名
数
を
み
て
い
こ
う
。
聖
藩
文
庫
本
『
武
家

諌
早
記
』
に
は
．
一
〇
〇
人
の
大
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
『
堪
忍
記
』
の
大
名
数
と
は
一
〇
〇

人
ぐ
ら
い
違
う
こ
と
が
分
か
る
。
試
み
に
明
暦
元
年
の
「
武
鑑
」
を
み
て
み
る
と
二
一
九
人

の
大
名
が
記
載
さ
れ
て
い
た
（
。
お
お
よ
そ
こ
の
時
期
の
大
名
数
は
二
画
面
人
前
後
で
あ
っ
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
麟
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
記
載
さ
れ
て
い
る
大
名
と
さ
れ
て
い
な
い
大
名
に

は
ど
の
よ
う
な
差
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
内
閣
講
談
所
由
『
堪
忍
記
』
と
聖
藩
文
庫
本
『
武
家
諌
忍
記
』
の
大
名
一
覧
を
作
成
し
て
、

表
に
ま
と
め
た
（
後
日
表
参
照
）
。
表
の
見
方
と
し
て
は
、
聖
藩
文
庫
本
『
武
家
諌
忍
記
』
の

大
名
の
名
前
の
横
に
あ
る
「
○
」
は
、
内
閣
講
談
所
本
『
堪
忍
記
』
掲
載
の
大
名
と
同
一
人

物
で
あ
り
、
「
●
」
は
代
が
替
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
内
閣
講
談
所
本
『
堪
忍
記
』
の
大

名
の
名
前
の
右
横
に
あ
る
数
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
聖
藩
文
庫
本
『
武
家
諌
忍
記
』
の
大
名
の
番

号
と
対
応
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
大
名
は
、
同
｝
人
物
は
四
一
人
で
代

が
替
わ
っ
た
大
名
は
四
六
人
で
あ
る
。
内
閣
講
談
所
本
『
堪
忍
記
』
に
し
か
記
載
さ
れ
て
い

な
い
大
名
は
、
断
絶
し
た
も
の
が
六
人
、
断
絶
し
て
い
な
い
の
が
六
人
で
あ
っ
た
。
断
絶
し

て
い
な
い
の
に
聖
藩
文
庫
本
『
武
家
諫
忍
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
大
名
の
特
徴
を
み
て

い
く
と
、
胡
阿
部
備
中
守
正
成
侍
従
・
㊤
O
黒
田
甲
州
長
興
・
ま
毛
利
甲
州
秀
元
宰
相
・
一
9
松

平
大
膳
亮
・
δ
①
嶋
津
但
馬
守
は
本
藩
が
別
に
存
在
し
て
お
り
支
藩
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
特

徴
で
あ
る
。
誤
阿
部
備
中
守
正
成
侍
従
・
一
2
松
平
大
膳
亮
以
外
の
8
黒
田
甲
州
長
興
・
Φ
①
毛

利
甲
州
秀
元
宰
相
・
一
〇
①
嶋
津
但
馬
守
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
松
平
文
庫
本
『
堪
忍

記
』
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
共
通
性
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
聖
岳
文
庫
本
『
武

家
京
島
記
』
に
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
大
名
は
、
尾
張
・
紀
伊
・
水
戸
の
「
三
家
」
の
子

・
左
馬
頭
源
綱
豊
卿
・
右
馬
頭
源
綱
吉
卿
な
ど
が
い
る
。
一
〇
G
。
永
井
日
向
守
大
江
尚
清
以
降
の

大
名
は
石
高
が
4
万
石
以
下
で
あ
る
。
お
お
ま
か
に
は
石
高
で
区
切
ら
れ
て
お
り
、
石
高
に

よ
っ
て
記
載
さ
れ
る
か
、
さ
れ
て
い
な
い
か
が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

レ2
1
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三
内
容
の
検
討

　
最
後
に
具
体
的
に
『
堪
忍
記
』
・
『
武
家
諫
自
記
』
の
本
文
の
内
容
の
検
討
を
行
な
っ
て
い

き
た
い
。
視
角
と
し
て
は
、
『
堪
忍
記
』
と
『
武
家
諫
忍
記
』
で
同
一
の
大
名
と
『
堪
忍
記
』

と
『
武
家
諌
忍
記
』
で
代
が
替
わ
っ
た
大
名
を
取
り
上
げ
て
、
語
句
レ
ベ
ル
で
の
比
較
で
は

な
く
て
、
内
容
の
異
同
に
つ
い
て
検
討
を
行
な
っ
て
い
く
。
松
平
文
庫
本
『
堪
忍
記
』
と
内

閣
講
談
艶
本
・
内
閣
学
問
所
本
『
堪
忍
記
』
と
旧
藩
文
庫
本
『
武
家
諌
筆
記
』
と
養
虎
堂
本

（
宮
城
県
立
図
書
館
養
君
堂
文
庫
所
蔵
）
『
武
家
諌
忍
記
』
の
四
本
の
比
較
を
行
な
う
。
史
料

中
に
傍
線
を
引
い
て
お
り
、
傍
線
の
意
味
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
一
（
棒
線
）
四
本
（
『
堪
忍
記
』
二
本
、
聖
藩
本
・
養
賢
堂
本
『
武
家
諌
忍
記
』
）
と
も
同
内
容
。

　
一
（
波
線
）
『
堪
忍
記
』
．
一
本
が
同
内
容
。

　
一
（
二
重
棒
線
）
内
閣
講
談
所
本
『
堪
忍
記
』
と
聖
藩
本
・
養
賢
堂
本
『
武
家
諌
忍
記
』

が
同
内
容
。

　
一
－
（
点
線
）
聖
藩
本
『
武
家
諌
忍
記
』
と
養
賢
堂
本
『
武
家
諌
忍
草
』
が
同
内
容
。

　
さ
（
。
一
重
波
線
）
内
閣
講
談
所
本
『
堪
忍
記
』
と
養
賢
堂
本
『
武
家
諫
忍
記
』
が
同
内
容
。

　
1
同
一
の
大
名
－
尾
張
義
直
の
比
較

　
尾
張
義
直
の
比
較
か
ら
行
な
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

講
談
所
本
『
堪
忍
記
』
を
比
べ
る
。

・
松
平
文
庫
本
『
堪
忍
記
』

松
平
文
庫
本
『
堪
忍
記
』
と
内
閣

六
拾
弐
万
石
　
●
尾
張
大
納
言
様
　
義
直
卿
　
名
護
屋

跡
目
相
違
な
し
。
知
行
、
地
方
に
て
正
保
元
年
よ
り
四
ツ
免
。
在
江
戸
詰
、
百
石
に
五
人
扶

持
宛
。
五
百
石
よ
り
上
ハ
扶
持
な
し
。
国
役
百
石
に
壱
人
。
役
御
手
前
な
ら
す
。
世
間
不
受

不
施
、
江
戸
童
、
池
上
の
御
門
徒
也
と
申
候
。

・
内
閣
講
談
所
本
『
堪
忍
記
』

六
拾
弐
万
石

一
尾
張
大
納
言
義
直
様
。

　
宰
相
。

　
家
中
境
目
相
、
な
し
。
地
方

　
　
心
配
雁
、
渋
里
長
｛

二
て
正
保
元
年
邑
四
ツ
免
。

御
息
兵
衛
頭
。
辰
ノ
年

数
江
戸
百
石
二
五
人
扶
持
、

」
百
石
以
上
扶
持
な
し
。
国
役
百
石
二
壱
人
つ
N
。
御
手
前
不
成
、
世
間
不
受
不
施
。

　
五

江
戸

童
申
ハ
、
池
ノ
上
ノ
門
徒
か
と
わ
ら
い
申
候
。
御
紋
葵
ノ
丸
、
御
馬
印
金
の
か
さ
、
黒
か

き
り
さ
き
。
〔
御
旗
地
、
白
三
ケ
一
上
黒
、
内
二
白
き
御
紋
。
竿
先
黒
ヒ
ラ
＼
、
、
内
二

言
紋
付
。
御
馬
印
、
赤
地
大
四
半
に
、
白
キ
御
紋
。
使
者
ノ
指
物
黄
シ
ナ
イ
。
旗
指
物
金

　
※
注
〔
　
〕
は
小
字
書
入
れ
。

　
松
平
文
庫
本
『
堪
忍
記
』
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
全
て
内
閣
講
談
所
感
『
堪
忍
記
』

に
も
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
松
平
文
庫
本
『
堪
忍
記
』
に
書
か
れ
て
い
る
項

日
と
し
て
は
、
石
高
、
大
名
名
前
、
居
城
、
跡
目
、
年
貢
率
、
扶
持
、
国
役
、
宗
教
の
こ
と

で
あ
る
。
内
閣
講
談
書
本
『
堪
忍
記
』
に
追
加
さ
れ
た
情
報
と
し
て
は
、
息
、
官
位
、
旗
地
、

竿
先
、
馬
印
、
指
物
、
家
老
の
情
報
が
上
げ
ら
れ
る
。
次
に
聖
藩
文
庫
本
『
武
家
諌
忍
記
』

と
比
較
す
る
。

・
聖
藩
文
庫
本
『
武
家
諌
忍
記
』

一
尾
張
大
納
言
源
義
直
卿

御
内
　
浅
里
糸
｛
、
層
　
　
御
紋
葵

本
国
参
河
一
　
大
権
現
之
七
男
　
台
徳
院
殿
秀
忠
公
ノ
末
弟
、
側
矧

信
州
・
参
州
・
犀
州
一
ヶ
・
居
城
名
護
屋
本
知
六
拾
一
万
九
千
五
百
石
、
但
諸
地
ノ
運
上

課
役
力
＼
リ
物
新
地
開
外
二
廿
沓
石
余
有
之
、
凡
舶
貢
所
納
所
，
如
，
刷
同
．
有
首
引
洲
圃
ヅ
判
，

高
下
有
、
家
中
へ
古
侍
地
形
ヲ
下
ス
、
小
知
新
参
侍
ニ
ハ
蔵
前
ニ
テ
四
ツ
ナ
ラ
シ
、
在
江

戸
ノ
年
百
石
二
付
五
人
扶
持
、
井
二
摸
合
ヲ
渡
ス
、
五
百
石
以
上
無
扶
助
ナ
リ
、
国
役
百

石
二
付
↓
人
宛
、
言
仁
鼠
日
川
相
、
、
国
獣
鳥
魚
菜
薪
材
木
生
物
□
多
シ
、
国
部
文
類
日

豊
饒
ニ
シ
テ
民
安
シ
人
剛
強
ナ
レ
ト
モ
直
ナ
リ
、
南
面
ヲ
ウ
ケ
テ
生
物
安
シ
、
土
地
平
ニ

シ
テ
上
地
ナ
リ
ト
云
々
、
城
本
海
邊
西
南
平
城
用
害
ヨ
シ
城
下
甚
繁
昌
二
自
由
ヨ
シ
、
米

穀
生
平
モ
ツ
ト
モ
ヨ
シ
、
　
　
、
、
・
↑
月
こ
捕
刃
・
　
　
、
但
シ
竹
腰
智
臣
ト
云
々

　
内
室
、
生
国
、
領
地
、
居
城
の
情
報
は
内
閣
講
談
所
文
庫
本
『
堪
忍
記
』
と
聖
藩
文
庫
本

『
武
家
諌
忍
記
』
で
共
通
し
て
い
る
。
息
、
官
位
、
旗
地
、
竿
先
、
馬
印
、
指
物
の
情
報
は

聖
藩
文
庫
本
『
武
家
諌
忍
記
』
に
は
な
い
。
大
名
自
身
に
関
す
る
情
報
は
減
り
、
紋
、
本
国
、

家
康
の
子
、
秀
忠
の
弟
、
運
上
課
役
、
年
貢
、
民
の
人
柄
、
地
味
の
情
報
が
追
加
さ
れ
る
。
『
堪

忍
記
』
と
聖
藩
文
庫
本
『
武
家
諫
忍
記
』
の
違
い
の
特
徴
と
し
て
は
、
将
軍
家
と
の
繋
が
り
、

領
地
の
仕
置
に
関
す
る
情
報
が
増
え
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
最
後
に
落
窪
堂
文
庫
本
『
武

家
特
認
記
』
と
の
比
較
を
す
る
。
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・
養
賢
堂
文
庫
本
『
武
家
諌
忍
記
』

子
　
　
　
御
内
　
浅
里
糸
｛
守
　
　
御
紋
葵
、
御
馬
印
w
之
白
竜
…
キ
切
サ
キ

本
国
参
河
、
　
国
山
　
　
　
　
征
夷
大
将
軍
家
康
公
之
七
男
、
秀
忠
公
之
御
舎
弟
也
、
居
城

尾
州
名
護
屋
、
濃
州
・
信
州
・
参
州
之
内
加
ノ
江
州
ニ
モ
少
領
有
、
惣
高
六
拾
壼
万
九
千
五

百
石
、
新
地
大
分
有
、
諸
運
上
課
役
懸
物
外
二
蔵
十
万
六
感
有
、
米
穀
生
出
共
二
所
々
少
宛

違
有
、
凡
他
二
比
〆
ハ
上
々
也
、
年
貢
所
納
上
二
同
シ
ロ
シ
六
ツ
余
家
中
へ
大
概
地
形
ヲ
下

松
平
文
庫
本
『
堪
忍
記
』

拾
弐
万
三
千
石
　
酒
井
讃
岐
守
殿
　
忠
勝
　
小
浜

物
成
四
ツ
。
国
役
強
シ
。
米
払
出
し
。
網
棚
し
け
く
、
一
こ
と
せ
は
し
く
、
武
道
の
沙
汰

も
な
く
、
家
中
風
儀
悪
し
。
湯
立
飯
台
所
よ
り
渡
。

来
無
頼
の
悪
し
き
主
人
、
下
々
ノ
下
。

下
々
ひ
さ
の
ふ
し
た
㌧
す
、
□
式
部
以

ス
、
小
身
者
或
ハ
新
参
侍
ハ
蔵
米
、
但
シ
正
保
元
年
ヨ
リ
四
ツ
拝
シ
ニ
シ
テ
與
ル
モ
有
、
在

江
戸
ノ
年
百
石
二
付
五
人
扶
持
、
外
二
摸
合
ヲ
渡
ス
、
蓋
五
百
石
以
上
ハ
無
扶
持
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
役

今
ハ
吉
ト
云
、
三
百
石
以
上

　
　
　
諸
芸
ヲ
専
ラ
バ
ケ
ム

　
　
国
二
禽
獣
魚
三
下
有
、

　
　
　
　
城
地
之
方
角
西
二

　
　
　
北
東
沼
ヲ
構
ヘ
テ
堅

●

内
閣
講
談
所
文
庫
本
『
堪
忍
記
』

百
石
二
付
一
人
宛
諸
士
跡
目
無
相
違
昔
ハ
御
手
前
不
足
之
由
、

馬
之
飼
料
ヲ
下
ス
、
人
二
心
テ
百
石
取
モ
馬
ヲ
持
、
家
士
風
俗
治
ル
、

誉
レ
有
無
多
シ
、
国
豊
饒
ニ
シ
テ
民
不
窮
故
二
其
相
不
講
者
多
シ
、

木
曽
領
諸
材
木
甚
多
シ
、
世
外
領
分
之
所
々
地
厚
シ
テ
万
倍
ヲ
生
ス
ル
、

海
有
北
東
遠
山
二
戸
空
地
ス
ク
ナ
シ
、
城
下
国
之
西
南
木
曽
川
底
流
、

車
宿
地
塁
罰
，
茜
繋
副
，
心
悸
削
画
曜
プ
綱
，
劃
測
五
万
石
居
所
犬
山
也
・
剣
劇
三
万
石
屋
敷

構
計
也
、
寺
．
尾
．
、
山
風

（
拾
弐
万
三
千
石
）

　
酒
井
讃
岐
守
忠
勝
侍
従
。

居
城
若
州
小
浜
、

ら
し
。
国
役
つ
よ
し
。
米
払
悪
敷
。
出
番
し
げ
く
、
物
毎
せ
は
し
く
、

く
、
家
中
風
趣
（
風
儀
）
寄
敷
、
立
出
。
天
下
せ
ま
く
、
（
せ
は
し
。
）

則
之
内
つ
る
カ
も
　
　
物
成
り
四
つ
な

　
　
　
　
　
　
武
道
の
沙
汰
一
円
な

　
　
　
　
　
　
在
江
戸
あ
し
く
、
湯

立
食
台
所
巴
出
ス
。
下
々
ひ
さ
の
ふ
し
た
墨
す
。
あ
し
き
事
る
い
な
し
。
主
人
、
下
々
也
。

糸
け
ん
カ
た
は
み
。
〔
旗
赤
、
竿
先
二
金
出
ル
。
馬
印
黒
鳥
毛
ノ
棒
。
番
指
物
、
赤
地
四
半
白

キ
井
筒
〕
御
剛
相
応
陽
女
分
　
　
　
　
林
村
作
兵
衛
、
ヨ
浦
翔
1

　
四
本
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
大
名
名
前
・
居
城
・
石
高
・
年
貢
率
・
扶
持
・
国
役
の
こ

と
で
あ
る
。
『
武
家
貝
層
記
』
二
本
に
土
目
通
し
て
い
る
の
は
、
紋
、
本
国
、
家
康
の
子
、
秀
忠

の
弟
、
運
上
課
役
、
年
貢
、
民
の
人
柄
、
地
味
の
情
報
で
あ
る
。
最
初
の
行
の
「
子
之
歳
」

が
内
閣
講
談
官
本
『
堪
忍
記
』
と
同
じ
で
あ
り
、
聖
藩
文
庫
本
と
は
違
う
点
で
あ
る
。
こ
の

記
述
は
講
義
で
扱
っ
た
『
武
家
歌
壇
記
』
で
は
池
田
家
本
以
外
は
す
べ
て
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
（
。
「
子
之
歳
」
と
い
っ
た
記
述
は
尾
張
・
紀
伊
・
水
戸
の
三
人
だ
け
に
確
認
で
き
外

の
大
名
の
記
述
に
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
池
田
家
文
庫
本
で
は
「
家
老
成
瀬
・
竹
腰
井
寺

尾
・
瀧
川
等
竹
腰
知
臣
ト
ス
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
内
閣
講
談
所
本
『
堪
忍
記
』
の
「
但

シ
竹
腰
智
臣
ト
云
々
」
と
い
う
記
述
は
共
通
性
が
み
ら
れ
る
。
他
の
諸
本
に
は
こ
の
記
述
は

な
い
。
あ
と
は
『
武
家
諫
忍
記
』
中
に
内
容
に
関
す
る
異
同
は
な
い
。
聖
藩
文
庫
本
と
養
賢

堂
文
庫
本
で
は
、
養
賢
堂
文
庫
本
の
方
に
は
、
家
士
の
情
報
、
地
味
の
情
報
が
追
加
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
か
ら
、
『
堪
忍
記
』
と
『
武
家
諌
忍
記
』
の
大
き
な
相
違
点
と
し

て
は
、
『
武
家
諌
実
記
』
は
『
堪
忍
庫
』
と
比
べ
る
と
大
名
家
・
藩
へ
の
関
心
が
強
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

2
代
が
替
っ
た
大
名
1
酒
井
忠
勝
・
酒
井
忠
直
の
比
較

　
ま
ず
、
『
堪
忍
記
』
二
本
の
比
較
を
行
な
う
。

　
尾
張
義
直
の
場
合
は
松
平
文
庫
本
『
堪
忍
記
』
に
書
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
内
閣
講
談
所

文
庫
本
『
堪
忍
記
』
全
て
書
か
れ
て
い
た
が
、
酒
井
忠
勝
の
場
合
で
は
、
全
て
は
書
か
れ
て

い
な
い
。
「
□
式
部
以
来
の
無
頼
」
と
い
う
部
分
で
あ
り
、
旦
一
体
的
な
名
前
が
省
か
れ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
、
松
平
文
庫
本
に
あ
っ
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
記
載
す
る
の
で
は
な
く
、
取
捨
が
行

な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
松
平
文
庫
本
の
『
堪
忍
記
』
で
は
、
尾
張
義
直
の
場
合
と

違
う
書
か
れ
て
い
る
項
日
は
、
家
中
の
風
儀
、
大
名
自
身
の
評
判
の
情
報
が
増
加
し
て
い
る
。

松
平
文
庫
本
と
内
閣
講
談
所
文
庫
本
の
違
い
で
は
、
尾
張
義
直
の
場
合
と
同
様
の
項
目
の
増

加
が
み
ら
れ
る
。

聖
藩
文
庫
本
『
武
家
諫
忍
記
』

一
酒
井
修
理
太
夫
源
忠
直

豊
松
W
拒
内
字
、
糸
カ
タ
バ
ミ

本
国
参
河
、
生
国
武
州
讃
岐
守
忠
勝
ノ
男
ナ
リ
、
居
城
若
州
小
濱
　
剛
下
野
ニ
モ
位
記
ア

リ
、
本
知
拾
弐
萬
三
千
石
、
新
地
運
上
課
ヤ
ク
カ
、
リ
物
等
都
合
拾
七
万
五
千
石
工
ア
リ
、

米
コ
ク
生
払
共
二
中
、
年
貢
所
納
六
ツ
七
ツ
枠
シ
五
ツ
七
八
分
家
中
へ
四
ツ
成
、
在
江
戸

ノ
年
模
合
銀
ヲ
ワ
タ
ス
、
父
忠
勝
ノ
時
代
ヨ
リ
俳
家
ノ
作
法
諸
事
心
安
シ
、
国
二
禽
獣
肴

柴
薪
ア
リ
、
土
地
上
ナ
リ
、
城
下
静
ニ
テ
物
事
自
由
叶
フ
、
国
家
ノ
仕
置
中
ナ
リ
、
城
本

翫2
1

一



国
ノ
北
海
際
ナ
リ
、
響
酒
井
・
ヨ
測

　
『
堪
忍
記
』
と
聖
藩
文
庫
本
『
武
家
諫
忍
記
』
の
共
通
点
は
、
大
名
名
、
居
城
、
石
高
で

あ
る
。
内
閣
講
所
所
本
『
堪
忍
記
』
と
同
じ
点
は
、
内
室
、
紋
、
家
老
の
項
日
で
あ
る
。

●

養
賢
堂
文
庫
本
『
武
家
諫
比
恵
』

一
酒
井
修
理
太
夫
源
忠
直

内
松
W
炉
内
婦
女
、
糸
カ
タ
バ
ミ

本
国
参
河
、
生
国
武
州
讃
岐
守
忠
勝
七
二
男
也
、
居
城
若
狭
小
濱
　
剛
下
野
近
江
ニ
モ
少

領
ア
リ
、
本
知
十
二
万
三
千
石
、
新
地
運
上
課
役
掛
り
物
干
都
合
十
七
万
五
千
言
忌
有
余

也
、
米
コ
ク
生
半
共
二
中
、
年
貢
所
納
六
ツ
七
ツ
ナ
ラ
シ
五
ツ
七
八
分
家
中
エ
四
ツ
成
、

御
岩
戸
之
年
横
合
銀
，
「
野
馬
．
，
父
忠
勝
男
蒔
，
代
狂
言
パ
家
青
帽
溺
謳
郵
，
心
舞
渚
、
，
国
ゴ
禽

獣
肴
柴
薪
ア
リ
、
土
地
上
也
、
城
下
静
ニ
テ
物
事
自
由
叶
フ
、
国
家
ノ
仕
置
中
也
、
城
本

国
ノ
北
海
際
ナ
リ
、
翻
酒
井
・
嗣
林
野

　
四
本
の
土
ハ
通
な
の
は
、
大
名
名
、
居
城
、
石
高
で
あ
る
。
『
武
家
諌
忍
辱
』
の
．
一
本
で
は
、

家
老
の
名
前
が
一
人
増
加
し
て
い
る
こ
と
と
領
地
が
近
江
に
あ
る
と
い
う
記
述
以
外
の
内
容

上
の
相
違
点
は
見
出
せ
な
い
。
外
の
『
武
家
諫
詳
記
』
で
は
、
「
出
頭
之
者
二
鶴
田
・
早
川
」

と
池
田
家
文
庫
本
に
は
あ
り
、
対
馬
本
に
は
「
越
前
下
野
近
江
ニ
モ
門
扉
ア
リ
」
と
い
う
記

述
と
家
老
の
林
野
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
内
容
上
の
相
違
点
で
あ
る
。
以
上
の

よ
う
に
代
が
替
っ
た
も
の
も
基
本
的
に
は
同
一
大
名
の
場
合
と
同
じ
く
書
か
れ
て
い
る
項
日

自
体
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
「
父
忠
勝
ノ
時
代
ヨ
リ
島
影
ノ
作
法
諸
事
心
安
シ
」
と

い
っ
た
よ
う
に
、
前
代
の
こ
と
を
参
考
に
し
て
い
る
の
で
、
『
堪
忍
記
』
を
参
考
に
し
て
書
か

れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

大
名
ま
た
は
巻
に
よ
っ
て
書
き
手
の
規
準
が
違
っ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。お

わ
り
に

　
以
上
の
よ
う
に
『
堪
忍
記
』
と
『
武
家
諌
忍
記
』
の
関
係
を
み
て
き
た
。
最
後
に
、
『
堪
忍

記
』
と
『
武
家
諫
忍
記
』
の
関
係
を
ま
と
め
、
『
武
家
諌
忍
記
』
諸
本
の
関
係
を
考
察
し
た
い
。

　
「
序
」
の
比
較
で
は
、
『
堪
忍
記
』
と
『
武
家
諌
忍
記
』
で
は
、
如
何
に
臣
が
君
に
仕
え
る

か
と
い
う
点
で
共
通
項
が
見
出
せ
た
。
ま
た
、
本
文
の
具
体
的
比
較
で
は
、
『
堪
忍
記
』
と
『
武

家
諌
鼻
許
』
で
は
、
尾
張
義
直
の
場
合
は
大
名
名
・
居
城
・
石
高
・
年
貢
率
・
扶
持
・
国
役

の
重
日
で
共
通
し
て
い
た
。
酒
井
忠
勝
・
忠
直
の
場
合
で
は
、
大
名
名
・
居
城
・
石
高
の
項

日
が
土
ハ
通
し
て
い
た
。
こ
の
二
つ
を
合
わ
せ
る
と
、
大
名
名
・
居
城
・
石
高
が
『
堪
忍
記
』
・

『
武
家
諌
忍
記
』
で
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
、
寛
永
二
〇
年
（
一
六
四
三
）

の
時
点
で
、
『
堪
忍
記
』
を
み
な
く
と
も
大
名
の
名
前
、
受
領
名
、
家
紋
、
領
地
高
、
居
城
地
、

家
老
と
い
っ
た
項
日
は
既
に
、
「
武
鑑
」
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
著
者
自
身
が
調
べ
な
く
て
も

一
〇
万
石
以
上
の
大
名
の
情
報
は
比
較
的
容
易
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
（
。
こ
の
点
で

は
、
『
堪
忍
記
』
を
参
照
し
て
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
尾
張
義
直
で
み
た
よ
う
に
「
子
ノ

御
歳
」
と
い
っ
た
よ
う
な
記
述
も
み
ら
れ
、
こ
れ
は
他
の
本
を
み
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で

き
な
い
が
、
『
堪
忍
記
』
を
参
照
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
『
武
家
諫
忍
記
』
諸
本
の
関
係
と
し
て
は
、
尾
張
義
直
か
ら
の
検
討
だ
と
以
下
の
よ
う
な

関
係
に
な
る
。

『
堪
忍
記
』

↓
聖
藩
文
庫
本
『
武
家
諫
忍
記
』

↓
養
賢
堂
本
『
武
家
諌
掌
記
』
他
4
本

↓
池
田
家
本
『
武
家
堪
忍
記
』

↑2
1

一

3
小
括

　
以
上
、
同
一
大
名
。
代
が
替
わ
っ
た
大
名
の
二
つ
の
視
角
か
ら
『
堪
忍
記
』
と
『
武
家
諌

忍
記
』
の
関
係
を
み
た
。
両
者
に
共
通
す
る
の
は
、
『
堪
忍
記
』
よ
り
『
武
家
諌
忍
記
』
の
方

が
領
地
の
仕
置
に
関
す
る
情
報
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
尾
張
義
直
の
場
合
で
あ

る
と
、
将
軍
家
殿
関
係
の
記
述
が
『
堪
忍
記
』
よ
り
『
武
家
白
金
記
』
で
は
増
加
し
て
い
た
。

他
に
も
聖
藩
文
庫
本
と
養
賢
堂
文
庫
本
で
は
、
聖
藩
文
庫
本
の
方
が
大
名
家
、
藩
へ
の
関
心

が
強
く
な
っ
て
い
た
。
尾
張
義
直
で
は
、
聖
藩
文
庫
本
と
姦
濫
堂
文
庫
本
の
違
い
顕
著
で
あ

っ
た
が
、
酒
井
忠
直
の
場
合
で
は
、
ほ
と
ん
ど
記
述
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

酒
井
忠
勝
・
忠
直
の
場
合
で
あ
る
と
以
下
の
関
係
が
み
え
て
く
る
。

『
堪
忍
記
』

↓
二
言
文
庫
本
『
武
家
諌
忍
記
』
…
対
馬
本
『
武
家
諌
忍
記
』

↓
嶺
町
堂
本
『
武
家
諌
忍
記
』
他
3
本

↓
池
田
家
本
『
武
家
堪
忍
記
』

　
以
上
、
ま
と
め
る
と
『
堪
忍
記
』
と
の
関
係
か
ら
み
る
と
、
聖
藩
文
庫
本
系
（
聖
藩
文
庫

本
・
対
馬
本
）
、
池
田
家
本
系
・
養
賢
堂
文
庫
本
系
（
養
賢
堂
文
庫
本
・
村
上
文
庫
本
・
興
譲



館
本
A
B
）
の
三
系
統
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
課
題
は
山
積
し
て
い
る
が
、
今
回
は
試
論
の
提
示
を
し
て
お
わ
り
に
と
し
た
い
。

【
注
】

ω
　
「
大
名
評
判
記
」
と
は
『
武
家
諫
忍
記
』
・
『
武
家
勧
懲
記
』
・
『
土
芥
憲
睡
記
』
・
『
諌
懲
記
後
正
』
・
『
武
家

　
諫
懲
記
後
正
』
等
と
い
っ
た
…
連
の
書
物
の
こ
と
。

ω
深
沢
秋
男
「
如
偏
子
の
『
堪
忍
記
』
（
1
）
」
～
「
如
偏
子
の
『
堪
忍
記
』
（
3
）
」
（
『
近
世
初
期
文
芸
』
第

　
六
号
～
第
八
号
、
一
九
八
九
年
～
｝
九
九
一
年
）
。
深
沢
秋
男
は
『
堪
忍
記
』
は
如
偶
子
の
手
に
よ
っ
て

　
作
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
が
、
傍
証
に
よ
っ
て
い
る
の
で
疑
問
が
残
る
。
こ
の
点
は
今
後
の
課
題
と

　
し
た
い
。

③
若
尾
政
希
「
「
大
名
評
判
記
」
の
諸
本
に
つ
い
て
」
（
『
「
大
名
評
判
記
」
の
基
礎
的
研
究
』
二
〇
〇
六
年
）
。

ω
深
沢
秋
男
「
如
偏
子
の
『
堪
忍
記
』
（
2
）
」
（
前
掲
注
参
照
）
。

㈲
深
沢
秋
男
「
如
偏
子
の
『
堪
忍
記
』
（
1
）
」
～
「
如
偶
子
の
『
堪
忍
記
』
（
3
V
」
（
前
掲
注
参
照
）
。

㈲
大
名
の
名
前
の
前
の
数
宇
は
、
深
沢
秋
男
「
如
偶
子
の
『
堪
忍
記
』
（
1
）
」
～
「
如
偏
子
の
『
堪
忍
記
』

　
（
3
ご
（
前
掲
注
参
照
）
で
振
ら
れ
て
い
る
番
号
で
あ
る
。

⑦
橋
本
博
編
『
大
武
鑑
』
（
大
武
鑑
刊
行
会
、
一
九
四
〇
年
）
。

⑧
こ
こ
で
い
う
大
名
と
は
一
万
石
以
上
の
所
領
が
あ
る
も
の
を
指
し
て
い
る
。

働
講
義
で
扱
っ
た
の
は
、
一
〇
P
宮
城
県
図
書
館
養
賢
堂
文
庫
本
h
養
賢
堂
文
庫
本
、
一
9
加
賀
市
立
図

　
書
館
聖
藩
文
庫
本
口
聖
藩
文
庫
本
、
＝
ω
刈
谷
市
立
図
書
館
村
上
文
庫
本
1
1
村
上
文
庫
本
、
］
O
鼻
東

　
北
大
学
付
属
図
書
館
教
養
文
庫
本
”
東
北
大
教
養
本
、
＝
い
岡
山
大
学
付
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
本

　
1
1
池
田
家
文
庫
本
、
＝
ω
対
馬
歴
史
資
料
館
本
1
1
対
馬
本
、
一
〇
い
米
沢
図
書
館
興
譲
館
本
1
1
興
譲
館

　
本
A
、
一
〇
ひ
米
沢
図
書
館
興
譲
館
本
日
興
譲
館
本
B
の
8
本
で
あ
る
。

㏄
藤
実
久
美
子
「
解
題
」
（
深
井
雅
海
・
藤
実
久
美
子
編
『
江
戸
幕
府
役
職
武
鑑
編
年
集
成
』
2
、
東
洋
書

　
林
、
一
九
九
九
年
）
。
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